
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＪＲ東労組は５月１６日、「２０２２年度夏季手当等に関する申し入れ」をおこな

いました。 

 ＪＲ東労組は、「２０２１年度期末決算は、単体で２期連続の営業損失・経常損失・

当期純損失の計上となった事実は受け止めた上で、新型コロナウイルス感染症の感

染リスクが高まっている中でも、公共交通機関としての使命を全うし、施策等に向

き合い続けるなど、組合員の日々の弛まぬ努力の結果、２０２２年度に入り運輸収

入や不動産・ホテル事業は増収増益となり、営業収益は前期比増加となっているこ

と」「福島県沖地震の復旧を果たし、ゴールデンウィーク期間においても、安全・安

定輸送完遂を目指し奮闘してきた結果、業績回復の基盤をつくり、新幹線・在来線

のご利用状況が前年比２１７％と昨年と比にならない状況をつくり出していること」

「また、２１春闘における定昇カットや連続したベアゼロ回答が生涯賃金に大きく

影響を与えているだけではなく、期末手当のカットなどにより可処分所得が大幅に

減少していること」などから、夏季手当について「３.０カ月」と「新型コロナウイ

ルス感染症対応に対する特別手当として、出向者も含む全従業員に一律５万円」を

要求しました！ 

 

ＪＲ総連通信 
２０２２年５月１８日 №１５５３ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 


